
［９］ 西都市小体連  

Ⅰ 年間計画 

実施日 曜 事業名 主な内容 会場 

４月３０日 火 第１回体育主任会 今年度研究主題決定 

年間行事計画確認 

泳力向上プログラムについて 

妻南小学校 

７月２３日 火 第２回体育主任会 主題研究について 妻南小学校 

１１月１２日 火 第３回体育主任会 主題研究について  

各校の運動会の実施状況の情報 

学体研の情報共有 

妻南小学校 

２月下旬 第４回体育主任会 来年度の計画 妻南小学校 

 

Ⅱ 事業部のあゆみ 

 １ 西都市小学校泳力向上プログラム  

   各学校で５・６年生を対象に記録会を実施し、２５ｍ以上泳げた児童に対して西都市小体連が表彰。 

 ２ 各学校で実施。 

   体力テストで全体的に記録が低かったソフトボール投げの記録会を実施。体力テスト時との比較  

を行い、伸び率を確認した。県の標準記録達成者を県に報告を行った。 

 

Ⅲ 研究部のあゆみ  

１ 研究主題並びに副題  

「生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現するとともに、継続するための資質・能力の基礎を育む体育科学習」 
～ 体育科学習におけるひとりひとりに問いをもたせる活動を通して ～ 

  

２ 主題設定の理由                    

小学校学習指導要領において、「主体的・対話的で深い学び」の視点にたった教師の指導改善を

行うことが示されている。  

   また、宮崎県では「ひなたの学び」として、「予測困難な未来を生きる子供たちには、自ら課題を

見つけ、自ら学び、自ら考え、自ら判断して行動し、よりよい社会や人生を切り拓いていく「生き

る力」が求められている。そのため、学校においては、「主体的・対話的で深い学び」の視点からの

授業改善によって、子供たちの学びに向かう力を育んでいく必要がある。」ことが示されている。こ

のことより、「ひとりひとりが問いをもち、なかまとなって学び合い、たかめよう深く考える力」を

育んでいくことを推進していることが分かった。 

   このことから、本研究では、体育や保健の見方・考え方を働かせ、課題を見付け、その解決に向

けた学習過程を通して、心と体を一体として捉え、生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かな

スポーツライフを実現するための資質・能力を育成するために、「ひなたの学び」の中にある「ひと

りひとりが問いをもち」の部分に焦点化し、本研究の主題と副題を設定した。               

 

３ 研究の内容  

「児童ひとりひとりが問いをもつ活動」の研究及び実践事例集作成（令和６～８年度・３年計画）   

  

４ 研究の実際  〇「児童ひとりひとりが問いをもつ活動」の授業研究の実践及び実践報告の作成  

     各学校の体育主任が主になって、「児童ひとりひとりが問いをもつ活動」の研究についての実践

報告を作成した。今回の実践を西都市の全教員に報告した。  

 

５ 次年度の研究の見通し 

    「なぜ？」「どうして？」という考えを児童にもたせるために、活動のルールや技を習得するた

めにどうすればいいか考えさせることで体育科学習におけるひとりひとりに問いをもたせる活動

を行っていく。 



 

 

  



 

  



 


